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D-506 デルタ肝炎ウイルス抗体（B型慢性肝炎の急性増悪） 

 

《令和 7 年 3 月 6 日新規》  

 

○ 取扱い 

 原則として、B型慢性肝炎の急性増悪時において、D型肝炎疑いの病名

を記載したうえで、デルタ肝炎ウイルス抗体の算定は認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 D 型肝炎は、B 型肝炎ウイルスの存在下でしか複製できない不完全な

RNAウイルス（δ因子）によって引き起こされる。B型肝炎が重症であ

るか、B 型慢性肝炎が悪化している症例では D 型肝炎の同時感染を疑う

ため、デルタ肝炎ウイルス抗体の算定は認められると整理した。 

 


